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1 まえがき 

Axelrod の流布モデル [1] とは 1997 年に

アメリカの政治学者であるロバート・アクセル

ロッドが発表した文化の広がりを表すモデルで

ある。本研究では文化が感染して根付くために

は時間がかかると考えて文化の流布モデルの実

験を行ったので報告する。実験の結果、時間遅

れが避けられない場合、文化の数を最小にする

時間遅れがあることが示された。 

2 実験方法 

平面格子点にひとつ一つの文化が配置され、

枠線で文化の境界を表現する。各文化を属性で

表し、隣接した文化の類似性が高くなるほど境

界線の色が薄くなり、類似性 100%になると境界

線がなくなる。本実験では各文化が５つの属性

を持ち、最大５の５乗種類の文化がある。各文

化の初期値は A, B, C, D, Eからランダムに

選ばれる。各文化は隣接したセルの文化に属性

の類似性に応じて感染する。本研究では文化が

感染するためには、文化が根付かないと感染し

ない、すなわち、文化が伝わるためには時間遅

れがあると仮定する。ただし、文化が根付く前

に他の文化が入ってきた場合はそちらの文化を

優先する。 

3 実行結果 

3.1 時間遅れがない場合 

実験から、時間遅れがない場合、最後に一つ

の文化になるために、境界がなくなる。次にそ

れぞれの文化の持つ属性数を 10 に変更して

も、同様に最後に一つの文化になるために、境

界がなくなる。 

3.2 時間遅れがある場合 

文化が根付くまでに 1tick(NetLogo) とする

と、類似性の高い複数の文化が最後まで残り、

一つの文化になることがなかった。次に文化が

根付くまでの時間を 2tick とすると、1tick 

の時と同様に複数の文化が残り文化が安定しな

かった。 

時間遅れが 4tick までは残る文化の数は少し

減少し、そこからは増加する (図 1)。すなわち、

時間遅れが避けられない場合、文化の数を最小

にする時間遅れがある。 

 

図 1 時間遅れ v.s. 残っている文化の数 

4 むすび 

本研究では、Axelrod の文化の流布モデル

に於いて、文化が根付かないと文化が隣接に

伝わることがない、すなわち、文化が伝わる

までに時間が必要であると考えると、最後ま

で類似性の高い文化が複数残り、文化が安定

しないことが示された。また、文化が伝わる

時間遅れを長くしていくと、文化が根付くま

での時間が 4tick までは最後まで残る文化の

数が少しずつ減少し、ここから再び増加する。 
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